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本部事務局は京都女子大学に移転して２年目に入り
ました。昨年１年間，オブザーバーとして支えてくだ
さった山本秀行氏が退任され，中村に加え，出口菜摘
氏，後藤篤氏，大川淳氏の４人体制となりました。ま
た，HP 担当には，長年にわたってご担当くださった
坂本季詩雄氏に代わり，新関芳生氏が就任されました。
加えて，編集室では山本洋平氏が退任され，新たに幹
事として齊藤弘平氏が就任されました。どうぞ引き続
きよろしくお願いします。
ご案内のように，第63回全国大会は10月12日（土）

と13日（日）に中京大学名古屋キャンパスで開催され
ます。会員の皆様に会場でお会いできますことを楽し
みにしております。
第１日の研究発表では，６室に分かれて計23名の会

員が発表を行います。皆様ふるってご参加ください。
また，快く司会をお引き受けいただきました先生方に
は改めて御礼申し上げる次第です。
第２日は，午前10時00分からの総会の後，午前10時

45分より，堀江敏幸氏（作家・早稲田大学学術院教授）
をお迎えして特別講演「ある翻訳書の序文をめぐって
――1930年代フランスにおけるアメリカ文学」が予定
されています。午後１時30分からのシンポジアは，「A
Language to Dwell in――James Baldwin のレガシー」
（九州支部発題），「海外アーカイブへ赴く――資料発
掘から迫る Twain，Faulkner，Hemingway，そして
Zola」（中部支部発題）の２つが企画されています。皆
様の関心の高い魅力的なテーマですので，フロアから
の質疑も交え，活発な議論が展開されるものと期待し
ております。午前と午後の間に挟まる形で開催されま
すワークショップでは，科研基盤研究（B）「19世紀ア
メリカにおける可傷性の文学的表象」研究会が報告と
発表を行う予定です。２日目のプログラムも，刺激的
かつ啓発的な企画が揃っておりますので，是非ご参加
いただきますようにお願い申し上げます。
第１日の研究発表終了時に，同キャンパスの１号館

２階食堂レオーネにて，懇親会が開かれます。準備の
都合上，あらかじめ参加者の人数を把握しておく必要
がございますので，参加ご希望の際には「会報ALSJ」
に添えられています予約用のハガキ（要切手）にご記
入の上，期日（９月30日）までに郵送していただきま
すようお願い申し上げます。
毎年の全国大会の重要な企画の一つで，賛助会員で

ある書店・出版社による書籍展示があります。研究
書・資料の最近の出版動向を知るだけでなく，賛助会
員と一般会員の貴重な交流の場として，数多くの方々
のご来場をお待ちしております。
今年度の第63回大会の準備でご尽力いただいており
ます中部支部ならびに開催校の中京大学の先生方をは

じめ関係者の方々には開催に向けてご尽力いただき，
ありがとうございます。大会開催の準備，大会の運営
等，引き続きお世話になりますが，どうぞよろしくお
願いします。
昨年度の62回全国大会では，開催支部の北海道支部
の多くの先生方のご尽力により，つつがなく大会を終
えることができました。この場をお借りし，改めて皆
様に御礼申し上げます。なお，来年の全国大会は中・
四国支部のお力を得て，松山大学で開催される予定で
す。開催日などの詳細が決まりましたら，また本学会
ウェブサイトなどでお知らせいたします。
今年は「名簿」作成の年にあたります。個人情報の
保護に留意しつつ，迅速かつ丁寧にご対応いただきま
した各支部事務局の先生方に御礼申し上げます。もし
会員登録情報に変更がありましたら，ご所属の支部事
務局までご連絡いただきますようにお願いいたしま
す｡
「会報ALSJ」の「本部構成」「支部構成」では，今年
度の役員の先生方が紹介されています。「支部の頁」
は，各支部事務局から寄せられた報告を掲載し，各支
部の活動状況の詳細を窺い知ることができる，貴重な
記録となっています。今後とも各支部事務局のご協力
をお願いいたします。
本年度もこのように「会報ALSJ」を発行できます
のも，京都の山口書店編集部の皆様のご尽力によるも
のです。大会プログラム，研究発表やシンポジアのレ
ジュメ原稿や会員名簿の整理から，丁寧な校正にいた
るまで，毎年細やかなお心配りをいただき，心より感
謝申し上げます。

事務局からのお願い：住所・勤務先変更，入会申し込
み，会費の納入などの手続きに関しましては，本部事
務局ではなく各「支部事務局」へご連絡くださいます
ようお願いいたします。ただし，「東京支部」では「毎
日学術フォーラム」に事務手続きを委託していますの
で，「東京支部ホームページ」の「入会案内」をご参照
のうえ，「毎日学術フォーラム 日本アメリカ文学会
東京支部会員係」にご連絡ください。また，ご著書を
ご恵贈いただく場合は，本部事務局ではなく「資料室」
へご送付のほど，よろしくお願い申し上げます｡
学会ウェブサイト：本学会では，会員の皆様の情報交
換の場としてウェブサイトをさらに充実させていく所
存です。各種講演会等のお知らせも掲載することがで
きますので，「掲載のお知らせ」よりお申し込み下さい。
会員の皆様から資料室にご恵贈いただきました御著書
も随時掲載しております。ぜひ情報交換の場としてご
活用ください。

（文責 本部事務局幹事 中村善雄)
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事務局だより 北海道支部
2023年
☆６月３日（土）第200回研究談話会（札幌市立大学・
対面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：「ケージとサークル――Chopin，Welty，そ

してリージョナル文学」
発表：本村浩二（駒澤大学）
司会：松井美穂（札幌市立大学）

＊終了後，総会

☆６月24日（土）第201回研究談話会（札幌市立大学・
対面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：「ニューヨーク文学思想史の試み」
発表：巽 孝之（慶應義塾大学名誉教授）
司会：本城誠二（北海学園大学名誉教授）

☆９月２日（土）第33回日本アメリカ文学会北海道支
部大会（札幌市立大学・対面および Zoomによるハ
イブリッド開催）
シンポジウム
タイトル：「公民権運動物語を拡大する――長い公

民権運動とアメリカ文学」
司会：岡本晃幸（藤女子大学）
講師：呉 憂（北海道大学・院）“Faulkner and

Other Famous Black Characters”
本村浩二（駒澤大学）「Meredith のアクティ
ヴィズムとWelty――“A Worn Path”を公
民権運動の文脈で読む」
岡本晃幸 「“Talk to me, Cal. For God’s sake
talk to me right.”――To Kill a Mockingbird
と Go Set a Watchman における和解の（不）
可能性」
藤井 光（東京大学）「ColsonWhitehead に
おける，語る声と語られる声」

☆12月９日（土）第202回研究談話会（北海学園大学・
対面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：“Light in August: A Secular American

Scripture Haunted by “Passing” Imagery”
発表：Yin Bing（駒澤大学・院）
司会：松井美穂（札幌市立大学）

2024年
☆３月９日（土）第203回研究談話会（藤女子大学・対
面および Zoomによるハイブリッド開催）
題目：「ジョン・アップダイクと改訂の技法」
発表：竹部春樹（北星学園大学）
司会：本城誠二（北海学園大学名誉教授）

☆３月31日『北海道アメリカ文学』第40号発行
片山厚先生追悼
「片山厚先生の遺徳を偲ぶ」 伊藤 章
「片山厚先生を偲んで」 松井美穂

【特集】「公民権運動物語を拡大する――長い公民権
運動とアメリカ文学」

はしがき 岡本晃幸
「To Kill a Mockingbird と Go Set a Watchman に
おける和解の（不）可能性」 岡本晃幸
「ColsonWhitehead，ふたつの“King”演説のあい
だで」 藤井 光
「“Walk Against Fear ” ――Welty の“A Worn
Path”と公民権運動」 本村浩二
“Beyond Boundaries: William Faulkner, Lucas
Beauchamp, and Intruder in the Dust” 呉 憂

【新刊書紹介】
研究書
日本ヘミングウェイ協会編『ヘミングウェイ批評
――三〇年の航跡』所収
〇塚田幸光著
「ナルシスティック /シネマティック・ゲルニカ
――ヘミングウェイ，イヴェンス，『スペインの大
地』」

〇新関芳生著
「偽装された主人公――話法から読み直す For
Whom the Bell Tolls」
〇高野泰志著
「ジェイムズ，ヘミングウェイ，覗きの欲望」
〇本荘忠大著
「人種的視点から見た20年代パリとヘミングウェ
イ――『日はまた昇る』に見るヘミングウェイの
人種意識」

岡本晃幸
日本ヘミングウェイ協会編『ヘミングウェイ批評
――新世紀の羅針盤』所収
〇高野泰志著
「ジェイク・バーンズの欲望の視線――不倫小説
として読む『日はまた昇る』」
〇本荘忠大著
「『誰がために鐘は鳴る』とスペイン・「ジプシー」
の神秘主義」

加藤隆治
中村嘉雄，小笠原亜衣，塚田幸光編著『モダンの身
体――マシーン・アート・メディア』所収
〇塚田幸光著
「国家と裸身：プレコード，スペクタクル，『類猿
人ターザン』」
〇本荘忠大著
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「ヒトラーとヘミングウェイが追求した理想の身
体――『日はまた昇る』とナチス・反ユダヤ主義
映画を架橋する優生思想」
〇本村浩二著
「ハーレム・ルネサンスの芸術家たちとサザン・
ルネサンスの小説家たち――黒人男性の身体表象
をめぐって」

山下興作
〇巽孝之著『慶應義塾とアメリカ――巽孝之最終講
義』
〇巽孝之監修 大串尚代，佐藤光重，常山菜穂子編
著『アメリカ文学と大統領――文学史と文化史』

本城誠二

東北支部
2023年
☆４月22日（土）2023年度総会・講演会（TKP仙台西
口ビジネスセンター）
講演
白川恵子（同志社大学）
「アーナ・ボンタンが描く奴隷叛乱――『黒き雷霆』
とその周辺」
司会 伊達雅彦（尚美学園大学）

☆６月17日（土）第１回役員会・６月例会（TKPガー
デンシティ PREMIUM仙台西口）
研究発表１
宮澤文雄（島根大学）
「3.11後のラフカディオ・ハーン」

研究発表２
堀 智弘（弘前大学）
「情報カスケード理論から読み直す『トム・ソ
ーヤーの冒険』と『ハックルベリー・フィンの
冒険』」

研究発表３
徳永慎也（群馬パース大学）
「Breakfast at Tiffany’s に描かれるアメリカの
自由――貧困の記憶とアメリカ消費社会への
夢」

☆12月９日（土）第２回役員会・12月例会（オンライ
ン／ Zoom開催）
研究発表１
林俊一朗（仙台高等専門学校）
「F・スコット・フィッツジェラルドの作品に
おける人違い――『グレート・ギャツビー』と
「乗り継ぎのための３時間」の連続性」

研究発表２
畠山 研（秋田大学）
「“Weep No More, My Lady”――反戦文学と
してのサローヤン『ヒューマン・コメディ』」

2024年
☆３月16日（土）第３回役員会・３月例会（TKP仙台
西口ビジネスセンター）
研究発表１
宮津多美子（跡見学園女子大学）
「覚醒する異邦人――ベラミーとギルマンの社
会主義ユートピアにみる社会思想」

研究発表２
藤倉ひとみ（創価大学）
「「普通」への抵抗の末に――Richard Meeker

支 部 の 頁12

の Better Angel における主題としての「クィ
ア」」

☆３月31日（日）機関誌発行『東北アメリカ文学研究』
第47号
（研究論文１，講演１，書評／映画評３）

☆４月20日（土）2024年度総会・講演会（TKP仙台西
口ビジネスセンター）
講演
小笠原亜衣（関西学院大学）
「ヘミングウェイの散文実験と近代――スタイ
ン，ピカソ，セザンヌ絵画」
司会 大森昭生（共愛学園前橋国際大学）

東京支部
東京支部では，支部ホームページ（http://www.tokyo-
als.org/）において月例会での講演や研究発表，分科会
発表等の詳しい情報を提供しています。

☆４月例会 2023年４月15日（土）午後２時より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 西校舎527教

室
特別講演：「慣習への反逆と死者の救済――バート

ルビー，ウェイクフィールド，ハイタワ
ー」

講師：田中久男（広島大学名誉教授）
司会：平石貴樹（東京大学名誉教授）
★特別講演終了後，支部総会を開催

☆５月例会 2023年５月６日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎445教室
研究発表：「散文の限界を突破する――ヘミングウ

ェイの前衛と近代的世界観」
講師：小笠原亜衣（関西学院大学）
司会：舌津智之（立教大学）
分科会：
近代散文：「McTeague における金銭と所有」

岩見貴之（東京大学・院）
現代散文：「オブライエンの戦場とホーム――

『恋するトムキャット』における愛の
修辞学」
渡邉真理子（専修大学）

詩：「ジョージ・オッペンの「建築」」
鷲尾 郁（明治大学・非）

演劇･表象：「現代アメリカ文学における遊園地の
表象――George Saunders を中心に」
坪野圭介（和洋女子大学）

★分科会終了後，支部運営委員会を開催

☆６月例会 2023年６月24日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎445教

室
シンポジウム：「男性性研究への応答――フォーク

ナー，間主観性，ハラスメント，ス
パイ小説」
司会・講師：山根亮一（東京工業大

学）
講師：新納卓也（武蔵大学）
講師：河野真太郎（専修大学）
講師：平塚博子（日本大学）

分科会：
近代散文：「ヘンリー・ソローとコンパニオンプ
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「ヒトラーとヘミングウェイが追求した理想の身
体――『日はまた昇る』とナチス・反ユダヤ主義
映画を架橋する優生思想」
〇本村浩二著
「ハーレム・ルネサンスの芸術家たちとサザン・
ルネサンスの小説家たち――黒人男性の身体表象
をめぐって」

山下興作
〇巽孝之著『慶應義塾とアメリカ――巽孝之最終講
義』
〇巽孝之監修 大串尚代，佐藤光重，常山菜穂子編
著『アメリカ文学と大統領――文学史と文化史』

本城誠二

東北支部
2023年
☆４月22日（土）2023年度総会・講演会（TKP仙台西
口ビジネスセンター）
講演
白川恵子（同志社大学）
「アーナ・ボンタンが描く奴隷叛乱――『黒き雷霆』
とその周辺」
司会 伊達雅彦（尚美学園大学）

☆６月17日（土）第１回役員会・６月例会（TKPガー
デンシティ PREMIUM仙台西口）
研究発表１
宮澤文雄（島根大学）
「3.11後のラフカディオ・ハーン」

研究発表２
堀 智弘（弘前大学）
「情報カスケード理論から読み直す『トム・ソ
ーヤーの冒険』と『ハックルベリー・フィンの
冒険』」

研究発表３
徳永慎也（群馬パース大学）
「Breakfast at Tiffany’s に描かれるアメリカの
自由――貧困の記憶とアメリカ消費社会への
夢」

☆12月９日（土）第２回役員会・12月例会（オンライ
ン／ Zoom開催）
研究発表１
林俊一朗（仙台高等専門学校）
「F・スコット・フィッツジェラルドの作品に
おける人違い――『グレート・ギャツビー』と
「乗り継ぎのための３時間」の連続性」

研究発表２
畠山 研（秋田大学）
「“Weep No More, My Lady”――反戦文学と
してのサローヤン『ヒューマン・コメディ』」

2024年
☆３月16日（土）第３回役員会・３月例会（TKP仙台
西口ビジネスセンター）
研究発表１
宮津多美子（跡見学園女子大学）
「覚醒する異邦人――ベラミーとギルマンの社
会主義ユートピアにみる社会思想」

研究発表２
藤倉ひとみ（創価大学）
「「普通」への抵抗の末に――Richard Meeker
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の Better Angel における主題としての「クィ
ア」」

☆３月31日（日）機関誌発行『東北アメリカ文学研究』
第47号
（研究論文１，講演１，書評／映画評３）

☆４月20日（土）2024年度総会・講演会（TKP仙台西
口ビジネスセンター）
講演
小笠原亜衣（関西学院大学）
「ヘミングウェイの散文実験と近代――スタイ
ン，ピカソ，セザンヌ絵画」
司会 大森昭生（共愛学園前橋国際大学）

東京支部
東京支部では，支部ホームページ（http://www.tokyo-
als.org/）において月例会での講演や研究発表，分科会
発表等の詳しい情報を提供しています。

☆４月例会 2023年４月15日（土）午後２時より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 西校舎527教

室
特別講演：「慣習への反逆と死者の救済――バート

ルビー，ウェイクフィールド，ハイタワ
ー」

講師：田中久男（広島大学名誉教授）
司会：平石貴樹（東京大学名誉教授）
★特別講演終了後，支部総会を開催

☆５月例会 2023年５月６日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎445教室
研究発表：「散文の限界を突破する――ヘミングウ

ェイの前衛と近代的世界観」
講師：小笠原亜衣（関西学院大学）
司会：舌津智之（立教大学）
分科会：
近代散文：「McTeague における金銭と所有」

岩見貴之（東京大学・院）
現代散文：「オブライエンの戦場とホーム――

『恋するトムキャット』における愛の
修辞学」
渡邉真理子（専修大学）

詩：「ジョージ・オッペンの「建築」」
鷲尾 郁（明治大学・非）

演劇･表象：「現代アメリカ文学における遊園地の
表象――George Saunders を中心に」
坪野圭介（和洋女子大学）

★分科会終了後，支部運営委員会を開催

☆６月例会 2023年６月24日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎445教

室
シンポジウム：「男性性研究への応答――フォーク

ナー，間主観性，ハラスメント，ス
パイ小説」
司会・講師：山根亮一（東京工業大

学）
講師：新納卓也（武蔵大学）
講師：河野真太郎（専修大学）
講師：平塚博子（日本大学）

分科会：
近代散文：「ヘンリー・ソローとコンパニオンプ
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ランツ――ピューリタニズムの農耕
史」
山口敬雄（東京福祉大学）

現代散文：シンポジウムの継続
詩：「ウィリアム・カーロス・ウィリアム

ズの声をきく――“The Red Wheel-
barrow”」
山本毅雄（国立情報学研究所名誉教授）

演劇･表象：「葬儀屋から見るコミュニティ
――August Wilson の Two Trains
Running におけるWest の役割」
中山大輝（茨城大学）

★分科会終了後，支部運営委員会を開催

☆９月例会 2023年９月16日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎435教室
研究発表：「シルヴィア・プラスは誰のものか？

――シルヴィア・プラス・エステートvs.
「ファン」」
講師：渡部桃子（東京都立大学名誉教授）
司会：朝比奈緑（慶應義塾大学名誉教授）

分科会：
近代散文：「屋根裏で語ること――Incidents in

the Life of a Slave Girl 再読」
加藤惠梨香（シンシナティ大学・院）

現代散文：「パラノイアと修復――トマス・ピン
チョン『ブリーディング・エッジ』に
おける21世紀の陰謀論」
榎本悠希（明治大学・非）

詩：「人間と動物の接点としての身体――
『プルーフロックとその他の観察』に
ついて」
坂元美樹也（ヨーク大学・院／英国）

演劇･表象：「Taking Turns (2017）――非言語コ
ミュニケーションとケアをめぐるグラ
フィック・メディスンの方法論」
中垣恒太郎（専修大学）

★分科会終了後，支部運営委員会を開催

☆11月例会 2023年11月18日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎445教

室
研究発表：「West Side Story (2021）はなぜオスカ

ーを一つしか獲れなかったか――フィク
ション論からのアプローチ」
講師：日比野啓（成蹊大学）
司会：桐山大介（学習院大学）

分科会：
近代散文：「エマソンとボルヘスにおける「書物」

について」
一瀬厚一（日本工業大学）

現代散文：「硝子瓶の脳――カレン・テイ・ヤマ
シタ Letters to Memory における蒐集
と記憶」
松村美里（慶應義塾大学・院）

詩：「山火事と生態学的規範――Turtle
Island にみる環境的想像力」
戸張雅登（モンタナ大学・非）

演劇･表象：「劇的主体の変容――Tony Kushner
の Angels in America と Homebody/
Kabul」
外岡尚美（青山学院大学）

★分科会終了後，支部運営委員会を開催

☆12月例会 2023年12月９日（土）午後２時より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 北館ホール
シンポジウム：「場所のリアリティ――アメリカ社

会とソーシャル・デザイン」
司会・講師：杉本裕代（東京都市大

学）
講師：遠藤朋之（和光大学）
講師：川端康雄（日本女子大学名誉

教授）
講師：権田建二（成蹊大学）

☆１月例会 2024年１月20日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎445教

室
研究発表：「トマス・ピンチョンと戦争にまつわる

想像力」
講師：永野良博（上智大学短期大学部）
司会：波戸岡景太（明治大学）

分科会：
近代散文：「セクシュアル・スケッチ――テネシ

ー・ウィリアムズからハーマン・メル
ヴィルへ」
小南 悠（立教大学）

現代散文：「「境界線」をこえる主体としての可
能性――John Okada 作品にみるトラ
ンスボーダー性」
三牧史奈（杏林大学）

詩：「預言者としての自己――Jones Very
の詩作品と回心体験」
皆川祐太（日本大学）

演劇･表象：「現代アメリカ演劇の「移動」と翻訳
――J Guards at the Taj, Angels in
America, Carousel を例に」
小田島創志（武蔵大学・非）
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★分科会終了後，支部運営委員会を開催

☆３月例会 2024年３月23日（土）午後１時30分より
場所：慶應義塾大学三田キャンパス 南校舎445教室
研究発表：「Hannah Webster Foster の The Co-

quette における視点の問題」
講師：野口啓子（津田塾大学）
司会：生駒久美（東京都立大学）

分科会：
近代散文：「「ロマンス」の崩壊――『ブライズデ

イル・ロマンス』における共感」
田島優子（上智大学）

現代散文：「寓話としての都市――フラナリー・
オコナーWise Blood にみる模倣と形
骸化」
佐藤優果（慶應義塾大学・院）

詩：「神話を生きる――Diane di Prima の
Loba という神話の諸相」
小川聡子（共立女子短期大学・非）

演劇･表象：「ポール・ストランドとタオスの〈ア
メリカン・ルネサンス〉」
貞廣真紀（明治学院大学）

★分科会終了後，支部運営委員会を開催

中部支部
2023年
☆６月例会
６月17日（土）中京大学（対面）ならびに Zoomを
併用するハイフレックス形式
研究発表
１．青木耕平（愛知県立大学）／司会：杉山和孝（山
梨学院大学）
「1990年代のトニ・モリスン：「ビラヴド三部
作」シノプシスを読む」

２．森有礼（中京大学）／司会：梅垣昌子（名古屋
外国語大学）
「報復から法へ――William Faulkner, “Barn
Burning”における南部のプア・ホワイト表象の
政治学」

★例会終了後に運営委員会を開催。

☆９月例会
９月16日（土）中京大学（対面）ならびに Zoomを
併用するハイフレックス形式
研究発表
１．土屋陽子（弘前大学）／司会：千葉洋平（中京
大学）
「Lucy Gayheart におけるノスタルジア――
「田舎に戻る」Lucy が示す否定される「変化」」

２．山辺省太（同志社大学）／司会：小原文衛（公
立小松大学）
「所有と表象――Cormac McCarthy の The
Road」

★例会終了後に運営委員会を開催。

☆11月例会
11月18日（土）中京大学（対面）ならびに Zoomを
併用するハイフレックス形式
研究発表
１．藤井爽（近畿大学）／司会：村山瑞穂（愛知県
立大学）
「愛を買う女――イーユン・リーの「市場の約
束」について」

２．田村恵理（石川大学）／司会：菅井大地（愛知
学院大学）
「Hemingway の扱う恥辱の言葉――“The
Short Happy Life of Francis Macomber ” の
coward について」

★例会後，運営委員会を開催

☆12月ワークショップ（読書会）
12月９日（土）中京大学（対面）ならびに Zoomを
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★例会後，運営委員会を開催
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併用するハイフレックス形式
テクスト：Yaa Gyasi, Homegoing（2016）
司会：千葉洋平（中京大学）
講師：平沼公子（愛知教育大学）
講師：朴 珣英（金城学院大学）
講師：長岡亜生（福井県立大学）
講師：川村亜樹（愛知大学）

★終了後，運営委員会を開催

2024年
☆２月例会
２月24日（土）中京大学（対面）ならびにZoomを併
用するハイフレックス形式
研究発表
１．川口雅也（浜松学院大学）／司会：小原文衛（公
立小松大学）
「Star Trek：Picard は原作に基づく作品なの
か」

２．本田安都子（福井大学）／司会：鈴木元子（静
岡文化芸術大学名誉教授）
「周縁性と真正性――Adam Mansbach, The
End of the Jews が描くユダヤ系男性作家の系譜
について」

★例会前に役員会を開催。

☆第39回支部大会
４月20日（土）中京大学（対面）ならびにZoomを併
用するハイフレックス形式
１．岩田和男（愛知学院大学）／司会：三輪恭子（名
古屋短期大学）
「Willa Cather, My Ántonia を“my”から読む」

２．赤尾千波（富山大学）／司会：川本徹（名古屋
市立大学）
「『カラー・パープル』原作小説，映画化作品
（1985），ミュージカル（2005，2015）とミュー
ジカルの映画化作品（2023）比較研究」

シンポジウム
「1939 New YorkWorld’s Fair: Utopian Dreams and
Built Realities」
司会・講師：クリストファー・J・アームストロング

（中京大学）
講師：千葉洋平（中京大学）
講師：モーリーン・マデライン・ブーランジェ（中

京大学［非会員］）

特別講演
「ニューディールの影――連邦作家プロジェクトと
『ミシシッピ』ガイドブック」

講師：越智博美（専修大学）
司会：千葉洋平（中京大学）
★研究発表後に総会を開催。
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関西支部
2023年
☆『関西アメリカ文学』第２回編集委員会
７月15日（土）
会場 関西学院大学

☆７月例会 ７月22日（土）
会場 甲南大学
ミニシンポジウム（ホーソーン・アフタヌーン）
「編集をめぐる攻防――検閲・炎上・誤読」
司会・イントロダクション 中西佳世子（京都産業

大学）
講師 田島優子（上智大学）
「「編者」としてのソファイア――ホーソーン夫
妻の検閲と改竄」
講師 福島祥一郎（同志社女子大学）
「センセーショナリズムと「真実」の間で――ポ
ー文学後期における「根無し草」的批評戦略」
講師 真田 満（龍谷大学：非）
「判読する洞察力――メルヴィルの著作編集の困
難」

★例会前に運営委員会を開催

☆９月例会 ９月30日（土）
会場：同志社大学
研究発表
１．“ ‘Heterotopias’ as a Means of Reclaiming

History/Memory in Beloved and China Men”
発表者 王 玲玲（神戸大学・院）
司 会 Nathaniel Preston（立命館大学）

２．「跳躍する男――Henderson the Rain King に
おけるグローバル冷戦世界の地勢図」
発表者 土岐光一（京都府立大学・院）
司 会 渡邉克昭（大阪大学）

３．【講演】
講師 SarahWider（コルゲート大学名誉教授）
演題 “The Unpublishable Transcendentalists:

Reading their Manuscripts”
司会 小田敦子（三重大学名誉教授）

★例会前に運営委員会を開催

☆11月例会 11月４日（土）
Zoomにてオンライン開催
研究発表
１．「触る The Handmaid’s Tale ―― なぜOffred
はテープに語ったのか」
発表者 杉本はなな（立命館大学・院）
司 会 平川 和（神戸大学）

２．「死の匂い漂う生／性のトポス――The Catch-
er in the Rye における「移動」と宿泊所」
発表者 尾田知子（大阪工業大学）
司 会 三杉圭子（神戸女学院大学）

★例会前に運営委員会を開催

☆支部大会 12月２日（土）
会場 京都女子大学
フォーラム「AI と小説との出会い――愛，信仰，ア
ート，そして新たなる物語の誕生」
司会 木原善彦（大阪大学）
講師 大内真一郎（舞鶴工業高専）
「Galatea 2.2――機械の中の人間」
講師 荘中孝之（京都女子大学）
「Klara and the Sun――無慈悲な世界における狂
信者のテロリズムとロボットの未来」
講師 渡邉克昭（大阪大学）
「ウィンストンは「生の跳躍

エラン・ヴィタル
」の夢を見るか？

――『オリジン』におけるアクターネットワーク
の生成」
講師 大曽根宏幸（東京工業大学博士後期課程，AI

BunCho 開発者）
「LLMは小説家の夢を見るか？」

2024年
☆１月例会 １月６日（土）
Zoomにてオンライン開催
若手シンポジウム「ジェンダーの視点で読み直す／
書き換えるアメリカ文学――「女たち」の語りを中
心に」
司会・講師 松本ユキ（近畿大学）
「Lafcadio Hearn を読み直す／書き換える
――The Sweetest Fruits における女たちの語り」

講師 北口未来（関西学院大学・院）
「腐敗する Addie を見つめる女たちの結束――
As I Lay Dying における女性たちの語りに着目し
て」

講師 楠元淳平（京都大学・院）
「Thomas Sutpen の「真実」を語る Rosa Cold-
field――The Sound and the Fury と Absalom,
Absalom!の差異」
講師 田所朱莉（大阪大学）
「Suzan-Lori Parks の Fucking A におけるドラマ
ツルギー分析――TALKを用いる女性たち」

★例会前に運営委員会を開催

☆『関西アメリカ文学』第３回編集委員会
１月21日（日）
Zoomにてオンライン開催
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併用するハイフレックス形式
テクスト：Yaa Gyasi, Homegoing（2016）
司会：千葉洋平（中京大学）
講師：平沼公子（愛知教育大学）
講師：朴 珣英（金城学院大学）
講師：長岡亜生（福井県立大学）
講師：川村亜樹（愛知大学）

★終了後，運営委員会を開催

2024年
☆２月例会
２月24日（土）中京大学（対面）ならびにZoomを併
用するハイフレックス形式
研究発表
１．川口雅也（浜松学院大学）／司会：小原文衛（公
立小松大学）
「Star Trek：Picard は原作に基づく作品なの
か」

２．本田安都子（福井大学）／司会：鈴木元子（静
岡文化芸術大学名誉教授）
「周縁性と真正性――Adam Mansbach, The
End of the Jews が描くユダヤ系男性作家の系譜
について」

★例会前に役員会を開催。

☆第39回支部大会
４月20日（土）中京大学（対面）ならびにZoomを併
用するハイフレックス形式
１．岩田和男（愛知学院大学）／司会：三輪恭子（名
古屋短期大学）
「Willa Cather, My Ántonia を“my”から読む」

２．赤尾千波（富山大学）／司会：川本徹（名古屋
市立大学）
「『カラー・パープル』原作小説，映画化作品
（1985），ミュージカル（2005，2015）とミュー
ジカルの映画化作品（2023）比較研究」

シンポジウム
「1939 New YorkWorld’s Fair: Utopian Dreams and
Built Realities」
司会・講師：クリストファー・J・アームストロング

（中京大学）
講師：千葉洋平（中京大学）
講師：モーリーン・マデライン・ブーランジェ（中

京大学［非会員］）

特別講演
「ニューディールの影――連邦作家プロジェクトと
『ミシシッピ』ガイドブック」

講師：越智博美（専修大学）
司会：千葉洋平（中京大学）
★研究発表後に総会を開催。
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関西支部
2023年
☆『関西アメリカ文学』第２回編集委員会
７月15日（土）
会場 関西学院大学

☆７月例会 ７月22日（土）
会場 甲南大学
ミニシンポジウム（ホーソーン・アフタヌーン）
「編集をめぐる攻防――検閲・炎上・誤読」
司会・イントロダクション 中西佳世子（京都産業

大学）
講師 田島優子（上智大学）
「「編者」としてのソファイア――ホーソーン夫
妻の検閲と改竄」
講師 福島祥一郎（同志社女子大学）
「センセーショナリズムと「真実」の間で――ポ
ー文学後期における「根無し草」的批評戦略」
講師 真田 満（龍谷大学：非）
「判読する洞察力――メルヴィルの著作編集の困
難」

★例会前に運営委員会を開催

☆９月例会 ９月30日（土）
会場：同志社大学
研究発表
１．“ ‘Heterotopias’ as a Means of Reclaiming

History/Memory in Beloved and China Men”
発表者 王 玲玲（神戸大学・院）
司 会 Nathaniel Preston（立命館大学）

２．「跳躍する男――Henderson the Rain King に
おけるグローバル冷戦世界の地勢図」
発表者 土岐光一（京都府立大学・院）
司 会 渡邉克昭（大阪大学）

３．【講演】
講師 SarahWider（コルゲート大学名誉教授）
演題 “The Unpublishable Transcendentalists:

Reading their Manuscripts”
司会 小田敦子（三重大学名誉教授）

★例会前に運営委員会を開催

☆11月例会 11月４日（土）
Zoomにてオンライン開催
研究発表
１．「触る The Handmaid’s Tale ―― なぜOffred
はテープに語ったのか」
発表者 杉本はなな（立命館大学・院）
司 会 平川 和（神戸大学）

２．「死の匂い漂う生／性のトポス――The Catch-
er in the Rye における「移動」と宿泊所」
発表者 尾田知子（大阪工業大学）
司 会 三杉圭子（神戸女学院大学）

★例会前に運営委員会を開催

☆支部大会 12月２日（土）
会場 京都女子大学
フォーラム「AI と小説との出会い――愛，信仰，ア
ート，そして新たなる物語の誕生」
司会 木原善彦（大阪大学）
講師 大内真一郎（舞鶴工業高専）
「Galatea 2.2――機械の中の人間」
講師 荘中孝之（京都女子大学）
「Klara and the Sun――無慈悲な世界における狂
信者のテロリズムとロボットの未来」
講師 渡邉克昭（大阪大学）
「ウィンストンは「生の跳躍

エラン・ヴィタル
」の夢を見るか？

――『オリジン』におけるアクターネットワーク
の生成」
講師 大曽根宏幸（東京工業大学博士後期課程，AI

BunCho 開発者）
「LLMは小説家の夢を見るか？」

2024年
☆１月例会 １月６日（土）
Zoomにてオンライン開催
若手シンポジウム「ジェンダーの視点で読み直す／
書き換えるアメリカ文学――「女たち」の語りを中
心に」
司会・講師 松本ユキ（近畿大学）
「Lafcadio Hearn を読み直す／書き換える
――The Sweetest Fruits における女たちの語り」

講師 北口未来（関西学院大学・院）
「腐敗する Addie を見つめる女たちの結束――
As I Lay Dying における女性たちの語りに着目し
て」

講師 楠元淳平（京都大学・院）
「Thomas Sutpen の「真実」を語る Rosa Cold-
field――The Sound and the Fury と Absalom,
Absalom!の差異」
講師 田所朱莉（大阪大学）
「Suzan-Lori Parks の Fucking A におけるドラマ
ツルギー分析――TALKを用いる女性たち」

★例会前に運営委員会を開催

☆『関西アメリカ文学』第３回編集委員会
１月21日（日）
Zoomにてオンライン開催
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☆運営委員会 ４月７日（日）
Zoomにてオンライン開催

☆支部総会 ５月11日（土）
会場 龍谷大学
講演
講師 貴志雅之（大阪大学名誉教授）
演題 「アメリカ演劇，疫病，そして分断」
司会 古木圭子（奈良大学教授）

★総会前に運営委員会を開催

☆『関西アメリカ文学』第１回編集委員会
５月18日（土）

Zoomにてオンライン開催

☆６月例会 ６月15日（土）
会場 大阪大学箕面船場キャンパス
研究発表
１．「シェイクスピアへの羨望――ジェイムズ・ボ
ールドウィンの戯曲版 Giovanni’s Room につ
いて」
発表者 柳楽有里（兵庫県立大学）
司 会 白川恵子（同志社大学）

２．「バーバラ・キングソルヴァーが描く気候変動
小説――Flight Behavior におけるオオカバマ
ダラの飛来とDellarobia の変容」
発表者 浅井千晶（千里金蘭大学）
司 会 浜本隆三（甲南大学）

★例会前に運営委員会を開催

中・四国支部
2023年
☆『中・四国アメリカ文学会会報』第62号発行（６月
１日）

☆『中・四国アメリカ文学研究』第59号発行（６月30
日）

☆中・四国アメリカ文学会評議委員会
開催日：６月10日
会 場：広島大学 東広島キャンパス 総合科学部

事務棟

☆中・四国アメリカ文学会第51回大会
開催日：６月10日（土）・11日（日）
会 場：広島大学 東広島キャンパス 総合科学部

事務棟

６月10日（土）
研究発表
１．「『ジョヴァンニの部屋』における西部劇」
司会 光森幸子（広島修道大学）
発表 森兼寛登（広島大学（院））

２． “The Conservative Left in the Age of Late
Capitalism: Rethinking of the Relation between
Postmodernism and Capitalism in Donald
Barthelme’s Snow White”
司会 栗原武士（県立広島大学）
発表 Jiro Morishita（森下二郎）（香川高等専

門学校）
３．「忘れられたグレーテル――『ホーム』におけ

る隠蔽とトラウマの再構築」
司会 吉岡志津世（神戸女子大学）
発表 西光希翔（広島修道大学）

４．「John Steinbeck の The Grapes of Wrath の初
訳者新居格について」
司会 酒井康宏（米子工業高等専門学校（名））
発表 山内 圭（新見公立大学）

特別講演
「オナイダ共同体とポリアモリー――メルヴィル
からウォートンへ」
司会 大地真介
講師 舌津智之氏（立教大学）

６月11日（日）
シンポジアム「時間と空間の旅人――Henry James
における「家」とモビリティ」
司会 堤千佳子（山陽小野田市立山口東京理科大学）
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１．「ジェイムズ作品における帰属意識とモビリテ
ィ」
発題 堤千佳子

２．「ジェイムズ作品における仮住まいと仮所有
――The Spoils of Poynton を中心に」
発題 町田みどり（一橋大学）

３．「“The Jolly Corner”における多層的モビリテ
ィ――旅行・移民・異界」
発題 中井誠一（関西外国語大学）

４．「四次元思想と James の「家」――“The Jolly
Corner”を中心に」
発題 中村善雄（京都女子大学）

総会（12：30～12：50） 議 長 会長 大地 真介

☆Newsletter 第104号発行（11月１日）

☆支部部運営委員会
開催日：12月２日（土）場所：比治山大学７号館

☆冬季大会
開催日：12月２日（土）場所：比治山大学７号館
研究発表
１．「探偵小説として読むBreakfast at Tiffany’s」
司会者：的場いづみ（広島大学）
発表者：西光希翔（広島修道大学）

２．「『大理石の牧神』における絵画と身体――ナ
サニエル・ホーソーンの終末論的想像力」
司会者：辻 祥子（松山大学）
発表者：川下 剛（京都産業大学）

３．「Cormac McCarthy の The Road における時
間性」
司会者：大地真介
発表者：山辺省太（同志社大学）

2024年
☆支部編集委員会（論文審査，60号編集スケジュール
の確認）
開催日：2024年２月９日（金）
Zoomにてオンライン開催

九州支部
2023年
☆ワークショップ（九州アメリカ文学会と江頭理江研
究室（福岡教育大学）共催）
７月16日（日）
場所：北九州市立文学館
ワークショップ「アメリカ文学と終末論的想像力」
司会・発表者：鈴木一生（九州工業大学）
「訪れない救いを待つ――メルヴィルによる黙
示録の変奏」
発表者：齊藤園子（北九州市立大学）
「個人と社会の相克の彼方――Henry James
と Kate Chopin の作品をもとに考える「自由」
のゆくえ」

発表者：城戸光世（広島大学）
「終末後の世界におけるサバイバル術――アメ
リカ版ポストアポカリプス文学を再考する」
発表者：巽 孝之（慶應義塾大学名誉教授・慶

應義塾ニューヨーク学院長）
「アメリカ大統領と終末論的想像力」

☆９月例会
９月２日（土）
場所：九州工業大学 戸畑キャンパス
研究発表１
発表者：大野瀬津子（九州工業大学）
「“Oratory Was the One Branch of Literature”
――アメリカにおけるスコットランド道徳哲学・
修辞学の盛衰」
司会：鈴木一生（九州工業大学）

研究発表２
発表者：竹内勝徳（鹿児島大学）
「終末論としての“Billy Budd”」

科研費申請書作成セミナー
講師：竹内勝徳（鹿児島大学）

☆日本英文学会第76回九州支部大会（アメリカ文学部
門）
10月14日（土）―15日（日）
場所：宮崎大学 木花キャンパス
招待発表
発表者：小林正臣（琉球大学）
「人類以前と人類以後――『白鯨』第104章「化石
鯨」における隔時性」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）

研究発表
発表者：高橋勤（九州大学名誉教授）
「ソローのナチュラルヒストリー――“Natural
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☆運営委員会 ４月７日（日）
Zoomにてオンライン開催

☆支部総会 ５月11日（土）
会場 龍谷大学
講演
講師 貴志雅之（大阪大学名誉教授）
演題 「アメリカ演劇，疫病，そして分断」
司会 古木圭子（奈良大学教授）

★総会前に運営委員会を開催

☆『関西アメリカ文学』第１回編集委員会
５月18日（土）
Zoomにてオンライン開催

☆６月例会 ６月15日（土）
会場 大阪大学箕面船場キャンパス
研究発表
１．「シェイクスピアへの羨望――ジェイムズ・ボ
ールドウィンの戯曲版 Giovanni’s Room につ
いて」
発表者 柳楽有里（兵庫県立大学）
司 会 白川恵子（同志社大学）

２．「バーバラ・キングソルヴァーが描く気候変動
小説――Flight Behavior におけるオオカバマ
ダラの飛来とDellarobia の変容」
発表者 浅井千晶（千里金蘭大学）
司 会 浜本隆三（甲南大学）

★例会前に運営委員会を開催

中・四国支部
2023年
☆『中・四国アメリカ文学会会報』第62号発行（６月
１日）

☆『中・四国アメリカ文学研究』第59号発行（６月30
日）

☆中・四国アメリカ文学会評議委員会
開催日：６月10日
会 場：広島大学 東広島キャンパス 総合科学部

事務棟

☆中・四国アメリカ文学会第51回大会
開催日：６月10日（土）・11日（日）
会 場：広島大学 東広島キャンパス 総合科学部

事務棟

６月10日（土）
研究発表
１．「『ジョヴァンニの部屋』における西部劇」
司会 光森幸子（広島修道大学）
発表 森兼寛登（広島大学（院））

２． “The Conservative Left in the Age of Late
Capitalism: Rethinking of the Relation between
Postmodernism and Capitalism in Donald
Barthelme’s Snow White”
司会 栗原武士（県立広島大学）
発表 Jiro Morishita（森下二郎）（香川高等専

門学校）
３．「忘れられたグレーテル――『ホーム』におけ

る隠蔽とトラウマの再構築」
司会 吉岡志津世（神戸女子大学）
発表 西光希翔（広島修道大学）

４．「John Steinbeck の The Grapes of Wrath の初
訳者新居格について」
司会 酒井康宏（米子工業高等専門学校（名））
発表 山内 圭（新見公立大学）

特別講演
「オナイダ共同体とポリアモリー――メルヴィル
からウォートンへ」
司会 大地真介
講師 舌津智之氏（立教大学）

６月11日（日）
シンポジアム「時間と空間の旅人――Henry James
における「家」とモビリティ」
司会 堤千佳子（山陽小野田市立山口東京理科大学）
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１．「ジェイムズ作品における帰属意識とモビリテ
ィ」
発題 堤千佳子

２．「ジェイムズ作品における仮住まいと仮所有
――The Spoils of Poynton を中心に」
発題 町田みどり（一橋大学）

３．「“The Jolly Corner”における多層的モビリテ
ィ――旅行・移民・異界」
発題 中井誠一（関西外国語大学）

４．「四次元思想と James の「家」――“The Jolly
Corner”を中心に」
発題 中村善雄（京都女子大学）

総会（12：30～12：50） 議 長 会長 大地 真介

☆Newsletter 第104号発行（11月１日）

☆支部部運営委員会
開催日：12月２日（土）場所：比治山大学７号館

☆冬季大会
開催日：12月２日（土）場所：比治山大学７号館
研究発表
１．「探偵小説として読むBreakfast at Tiffany’s」
司会者：的場いづみ（広島大学）
発表者：西光希翔（広島修道大学）

２．「『大理石の牧神』における絵画と身体――ナ
サニエル・ホーソーンの終末論的想像力」
司会者：辻 祥子（松山大学）
発表者：川下 剛（京都産業大学）

３．「Cormac McCarthy の The Road における時
間性」
司会者：大地真介
発表者：山辺省太（同志社大学）

2024年
☆支部編集委員会（論文審査，60号編集スケジュール
の確認）
開催日：2024年２月９日（金）
Zoomにてオンライン開催

九州支部
2023年
☆ワークショップ（九州アメリカ文学会と江頭理江研
究室（福岡教育大学）共催）
７月16日（日）
場所：北九州市立文学館
ワークショップ「アメリカ文学と終末論的想像力」
司会・発表者：鈴木一生（九州工業大学）
「訪れない救いを待つ――メルヴィルによる黙
示録の変奏」
発表者：齊藤園子（北九州市立大学）
「個人と社会の相克の彼方――Henry James
と Kate Chopin の作品をもとに考える「自由」
のゆくえ」

発表者：城戸光世（広島大学）
「終末後の世界におけるサバイバル術――アメ
リカ版ポストアポカリプス文学を再考する」
発表者：巽 孝之（慶應義塾大学名誉教授・慶

應義塾ニューヨーク学院長）
「アメリカ大統領と終末論的想像力」

☆９月例会
９月２日（土）
場所：九州工業大学 戸畑キャンパス
研究発表１
発表者：大野瀬津子（九州工業大学）
「“Oratory Was the One Branch of Literature”
――アメリカにおけるスコットランド道徳哲学・
修辞学の盛衰」
司会：鈴木一生（九州工業大学）

研究発表２
発表者：竹内勝徳（鹿児島大学）
「終末論としての“Billy Budd”」

科研費申請書作成セミナー
講師：竹内勝徳（鹿児島大学）

☆日本英文学会第76回九州支部大会（アメリカ文学部
門）
10月14日（土）―15日（日）
場所：宮崎大学 木花キャンパス
招待発表
発表者：小林正臣（琉球大学）
「人類以前と人類以後――『白鯨』第104章「化石
鯨」における隔時性」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）

研究発表
発表者：高橋勤（九州大学名誉教授）
「ソローのナチュラルヒストリー――“Natural
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History in Massachusetts”を起点として」
司会：齊藤園子（北九州市立大学）
シンポジウム「19世紀アメリカ文学研究からケア倫
理に応答する」
司会・講師：生田和也（長崎外国語大学）

講師：江頭理江（福岡教育大学）
講師：内堀奈保子（日本大学）

コメンテーター：小川公代（上智大学）
研究発表
発表者：Liu Hui （福岡大学大学院博士後期課程）
「Varieties of Strong Women in The Birchbark
House Series」
司会：長岡真吾（福岡女子大学）

特別講演
沼田真祐（作家）
「孤立と連帯」
司会・聞き手：藤野功一（西南学院大学）
聞き手：ユスチナ・W・カシャ（西南学院大学）

☆12月例会
12月16日（土）
場所：九州大学 箱崎サテライト
研究発表１
発表者：矢野清一
「Jeeper the Fire Engine と Gone with the Wind
の比較――登場人物たちに共通する「強（したた）
かさ」についての女性性からの考察」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）

研究発表２
発表者：川村真央（福岡大学）
「Henry James の描くグロテスクな誓い――The
Other House における再婚」
司会：齊藤園子（北九州市立大学）

特別講演 牧野理英（日本大学）
「ヤマシタとわたし――アメリカ文学史における
日系作家の抵抗の所作」
司会：渡邊真理香（北九州市立大学）

2024年
☆役員会
３月２日（土）オンライン会議

☆九州アメリカ文学会第69回大会
５月18日（土）－19日（日）
映画上映
『グリード』（1924）

研究発表１
発表者：毛利優花（福岡大学）
「Philip K. Dickの短編小説“Stand-By”に見るテ

クノロジーと政治」
司会：永川とも子（九州大学）
研究発表２
発表者：大島由起子（福岡大学）
「“Norfolk Isle and the Chola Widow”におけるチ
ョラ性と島の名」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）
特別講演
渡邉克昭（大阪大学名誉教授，名古屋外国語大学）
「すべては『関係性』によって繋がっている――
後期デリーロにおける量子論的世界観」
司会：竹内勝徳（鹿児島大学）
シンポジウム「アメリカとテクノロジー――アメ
リカ流線型時代の「人間」,「他者」,「テクノロジー」」
司会・講師：中村嘉雄（九州大学）

講師：塚田幸光（関西学院大学）
講師：福田安佐子（国際ファッション専門

職大学）
講師：鈴木章能（長崎大学）
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〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
＊ 編集委員会の構成につきましてご報告申し上げます。代議員会選出の委員で，詩部門では朝比奈緑先生と江田孝臣
先生が退任され，飯野友幸先生と梶原照子先生が就任されました。演劇部門では舌津智之先生が退任され，岡本太助
先生が就任されました。近代小説散文部門では石原剛先生と成田雅彦先生が退任され，城戸光世先生と古井義昭先生
が就任されました。現代小説散文部門ではマシュー・セアドー先生と藤井光先生が退任され，ジョシュア・デール先
生と渡邉克昭先生が就任されました。これまでご尽力いただきました先生方に改めまして感謝申し上げます。また，
去る５月４日に東北大学で開催された書評会議で，2024年度編集委員長に髙尾直知先生が昨年度に引き続き選出され
ました。

＊ 書評会議では，2023年に出版されたアメリカ文学関連研究書26点について検討し，13点を次号機関誌の「書評」欄
で，７点を「短評」欄で取り上げることになりました。書評執筆依頼をご快諾くださいました先生方に御礼申し上げ
ます。また日文号の「書評」欄で取り上げた研究書については，英文による内容紹介を編著者の方々に執筆いただい
て英文号に掲載することとなっています。すでにご依頼させていただいていることと存じますが，どうぞよろしくお
願いいたします。

＊ 本学会機関誌への投稿論文は４月25日に締め切られ，21篇の応募がありました。ご投稿くださいました皆様に厚く
御礼申し上げます。６月15日に青山学院大学で開催された編集会議で委員全員による討議を重ねた結果，英文号に２
篇が採用されることとなりました。以下，採用論文執筆者のご氏名，所属支部，論文題名をお知らせいたします。

【英文号論文 2篇】
土 岐 光 一（関西支部） People-to-People Contact in the Global Cold War: The Triangulated Rivalry in

Henderson the Rain King
大 谷 祐 二（東京支部） Winesburg, Ohio and Sherwood Anderson’s Grotesque Sentimentalism

＊ 上記採用論文のうち，著者が新人賞受賞資格を持つ論文についてさらに選考を行いました。その結果，以下の１本
の論文が新人賞の受賞作となりました。

土 岐 光 一（関西支部） People-to-People Contact in the Global Cold War: The Triangulated Rivalry in
Henderson the Rain King

＊ 2017年３月をもちまして，国立情報学研究所が提供してきた CiNii による論文オンライン化事業が終了しました。
日文号・英文号両誌のバックナンバーについては，科学技術振興機構が提供する J-Stage でオンライン公開されてい
ます。ご研究等にご活用頂ければと存じます。

＊ 当学会では新人賞創設にともない，2010年度より投稿規定が改定されました。投稿の際には改訂後の投稿規定を遵
守くださいますようお願いいたします。図版等の掲載につきましては，版権の申請作業およびその費用を，執筆者に
ご負担いただきますので，よろしくご承知おきください。投稿規定に準拠しない注・文献形式などの論文，また体裁
などに不備がある論文（MLAHandbook の最新版を参照のこと）は，編集委員の査読にあたり不利な印象を与えます。
著しい場合には，審査の対象から外れる場合もありますので，ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

＊ これまで編集室幹事としてご尽力くださった山本洋平（明治大学）が，昨年度をもって退任されました。この場を
借りて厚く御礼申し上げます。なお，昨年10月の代議員会において新編集室幹事として齊藤弘平（青山学院大学）が
承認されました。これからも当学会機関誌の刊行に尽力して参りますので，何卒よろしくお願い申し上げます。

（編集室幹事 齊藤弘平，来馬哲平，深瀬有希子)
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